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Ⅰ このマニュアルの趣旨・目的 

    

高齢者のいのちといきがいを支えるためにともに力になろう 

 

全国的に高齢化が進行する中、高齢者が住み慣れた地域で、安心して自分らしく生活し

ていくことのできる仕組みづくり －地域包括ケアシステムの構築－ は、いまや我が国に

おける最重要課題のひとつです。地域包括ケアシステムの根幹は、高齢者に対する医療・

介護サービスの適切かつ円滑な提供体制であり、その構築のためには、地域における医療

と介護の関係者が緊密に連携することが何よりも大切です。 

 

堺市域においては、平成２１年１０月、堺市医師会の主導する「堺市における医療と介

護の連携を進める関係者会議（いいともネットさかい）」が『堺市版「医療と介護の連携マ

ニュアル」』を作成し、「医師と介護支援専門員との連絡票」を定めることなどによって、

主として医師と介護支援専門員との情報共有の円滑化、連携の強化に取り組んできました。 

 

平成２５年に堺市医師会が実施した「医療と介護の連携についてのアンケート」の調査

結果では、医師と介護支援専門員の間のみならず、歯科医師、薬剤師、訪問看護ステーシ

ョンの看護師など、多職種が円滑に情報共有することにより連携を強化する必要があるこ

とが明らかとなりました。これらをうけて、平成２６年６月には、本マニュアルの全面改

訂を行い、在宅高齢者の支援に関わる各職種の間での情報共有のための共通シートを新た

に定めたほか、連携に関する様々なＱ＆Ａや相談機関を掲載しました。 

 

ところが、前回の改訂から５年が経過し、連携の進展は見られたものの、この間診療報

酬の改定、堺市や各団体の組織改正や名称変更等があったことに加え、平成２８年の「堺

市在宅医療・介護連携に関する調査報告書」を基に連携をさらに進めていくため、この度、

本マニュアルを改訂することとなりました。今回の改訂では、平成２９年に開設した堺地

域医療連携支援センターを新たに掲載したほか、各シートの修正と項目の追加、Ｑ＆Ａの

刷新も行いました。 

 

なお、今回の改訂に当たっては、「いいともネットさかい」の愛称の由来である「高齢者

のいのちといきがいを支えるためにともに力になろう」の理念を再確認し、これを指針と

して作業を行いました。「いいともネットさかい」の愛称に結晶したこの想いは、多職種が

連携する上で私たち一人ひとりが共有する共通の価値観であると考えます。 

    

   各職種の方々が、本マニュアルを大いに活用され、相互の連携をとっていく上での一助

となれば幸いです。 

 


